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１． 本研究の動機 

先日「ラグビーはオリンピック正式種目になる

か」という記事を読んだことから、私がこれまで生

涯の大半を捧げてきたと言っても過言ではないラ

グビーフットボール（以下「ラグビー」と略す）が、

世界最大のアマチュアリズムのスポーツ競技会で

あるオリンピックの正式種目に採用されるかにつ

いての可能性を探求したいと考えたのが本研究

の 動 機 で あ る 。 ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ （ 以 下

「RWC」と略す）は急成長を遂げ、その TV 視聴者

は 40 億人を超え、いまやメジャースポーツと言え

るほど普及・拡大しているラグビーであるが、そも

そも何故オリンピック種目ではないのだろうか。オ

リンピックが遵守してきたアマチュアリズムをラグビ

ーが最も信奉してきたにもかかわらず、ラグビーが

オリンピック種目ではないことには疑問が残る。こ

ういった疑問を解消するためにも本研究にて、ラ

グビーがオリンピック正式種目に採用される可能

性および是非について検証したい。 

 

２．本研究の目的 

本研究はラグビーというスポーツ種目の普及状

況・商業スポーツとしての価値や現状、課題を加

味しながら、ラグビーとオリンピックをアマチュアリ

ズムという観点から対比させ、ラグビーがオリンピ

ック正式種目として正式に採用される可能性およ

びその是非を明らかにし、ラグビーの魅力を世界

に発信し、スポーツ文化の一つとして将来的に更

なる普及・発展を遂げる足がかりとすることを目的

とする。 

 

３．本研究の方法 

本研究は文献講読によって行なう。 

 

４．各章の概要 

＜第１章＞ 

現在ラグビーはオリンピック正式種目ではない。

過去４大会においてはオリンピック正式種目であ

ったラグビーが 1924 年オリンピックパリ大会を最

後に除外された経緯には、様々な理由が存在す

る。そして、ラグビーがオリンピックに復活すること

なく 80 年の時が過ぎた今、ラグビーは再びオリン

ピックに登場することを望んでおり、セブンス（７人

制）ラグビーが今後オリンピック種目に採用される

ことを、インターナショナル・ラグビー・ボード（以下

「IRB」と略す）は最優先事項として活動を展開し

ている。 

＜第２章＞ 

RWC の成功からもラグビーが持つスポーツとし

ての商業的価値は高い。ラグビーには人々を魅

了する独自のスピリッツが存在する。しかし、ラグ

ビーは発生当時からアマチュアリズムを信奉・誇

示し、ノーサイドの精神、One for All, All for One

に代表される独自のスピリッツを堅守してきたが、

現在はオープン化し、プロ化に取り組んでおり、

そのジレンマに苛まれているのである。 

＜第３章＞ 

近代オリンピック誕生の頃から、アマチュアリズ

ムはオリンピックを代表するスピリッツであり、オリ

ンピックはアマチュアリズムとともに発展してきた。

しかし、現在商業主義・プロフェッショナリズムの

波に押され、かつては参加資格であったアマチュ



ア規定は排除され、その存在意義は危ぶまれて

おり、もはや虚構となりつつある。 

＜第４章＞ 

IRB の主張によれば、ラグビーがオリンピック種

目に採用されることで発生するメリットは多数存在

し、ラグビーがオリンピック種目に採用される可能

性は大いにある。ラグビーはオリンピック種目とし

て世界に発信され、更なる発展を遂げるかもしれ

ない。しかし、閉鎖的かつ独自に発展を遂げたラ

グビーとオリンピックの共通項であると思われたア

マチュアリズムは空洞化しつつあり、ラグビーがオ

リンピックに復活した場合、ラグビーが持つ独自

のスピリッツをも失う危険性がある。 

＜結章＞ 

ラグビーはオリンピックに採用される条件を満た

しおり、商業的観点からは正式種目に採用される

べきだと言わざるを得ない。ラグビーが良きアマチ

ュアリズムから派生した独自の精神を誇示し後世

に継承しながら、それをスポーツの祭典オリンピッ

クで世界に発信し、ラグビーの魅力をより多くの人

に伝えることで、ラグビーという一つのスポーツ文

化として、さらなる普及・発展を遂げることを期待

したい。

  

 


